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半
日
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空
前
の
大
肚
擧

た
る

共
進
會
に
件
ひ
協
賛
事
業
た
る

新
古

美
術
展
覧
會

は
、中
區
門
前
町
の
舊
博
物
館
に
新
築

せ
ら
れ
た
る
商
品
陳
列
館
に
於
て
、

去
る
三
月
十
六
日
よ
り
開
會

せ
ら
れ
た
。

僕
も

一
度
早
く

の
ぞ

い
て
見
た

い
と
思

つ
て
居
た
が
何
と
云
つ
て
も
奉
公

中
で
自
由
に
な
ら
ぬ
身

、
且

つ
は
多
忙
と
來
て
ゐ
る
か
ら
、
延
々
で
、
や

つ
と
此
の
一
日
の
午
後
、小
暇

を
得
て
親
友
と
共
に
會
場
へ
馳

せ
つ
け
た

下
駄
を
麻
裏

に
代

べ
て
館
内

に
臨
み
、
左
に
折
れ
て
進
め
ば
、
も
う
繪
は

ズ
ツ
と
掲
げ
て
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
迄

も
小
さ
な
展
萱
會
は
幾
度
も
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
此
に
臨
ん
ぞ

見
る
と
何
ん
だ
か
深

い
深

い
、
あ
る

一
種
の
強
い
感
じ
が
胸
中
に
キ
ザ

ミ

入

つ
た
様
に
、
頭
が
ポ
ー

と
成
つ
て
き
て
、
此
の
美
し

い
自
然

の
趣
き
を
、

今
更
な
が
ら
痛
切
に
感
じ
た
。

一
寸
、
僕
の
感
じ
た
ゞ
け
を
云

へ
ば
。

鹿
子
木
先
生
作

(
櫻
花
)

一
本
の
櫻
が
春
の
長
閑
な
自
然
を
現
は
し
心
地

の
可
い
畫
だ
。

中
川
先
生
作

(湖
水
)
水
彩
畫

で
あ
る
、水
が
少
し
ど
う
か
と
思
は
れ
た
。

三
宅
先
生
作

(
湯

ケ
島
)
之
も
水
彩
畫

で
あ
る
、
大
家
と
陰
な
が
ら
聞

い

て
居
た
が
實
に
見
事
な
作
で
同
じ
く

(
木

の
下
陰
)
の
綿
密
な
る
筆
の
運

び
に
至
つ
て
は
只
驚
く

よ
り
外
は
な

い
。

大
下
先
生
筆

(
富
士
)
至

つ
て
富

士
好
き
な
る
自
分
に
は
此
上
も
無
く
快

く

、
且

つ
叉
親
み

つ
ゝ

あ
る
、
非
常

に
深

く
感

じ
ら
れ

た
。

あ

の
、
清

い
美
し

い
芙

蓉

の
雪
！
！

眞

に
迫

る
様

だ
。

満

谷
先
生
筆

(
畫
室

の

一
隅

)

モ
デ

ル
の
肉

付

の
色

具
合
、

よ
く
出
來

て

居

る
が
、
肩

の
と

こ
ろ
が

チ

ト
ど
う
か

と
思
は
れ

た
。

岡

田
先
生
筆

(
五
葉
蔦

)
浴
衣

の
巧
み
な

こ
と
、
而
し
眼
が
變

に
思

は
れ

た
。

橋
本

先
生
筆

(
静
物

)
葡

萄
は
特

に
可

い
、
友

は

バ
ッ
ク
が
拙

い
と
評

し

た
。
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ノ

渡
邊

先
生
筆

(供
待
)
少
年
の
活

々
し
た
顔
が
可
。
　

　

黒
田
先
生
筆

(
春
の
名
残
)
単
純
な
色
彩
で
、
可
く
細
か
に
春
た
る
趣
が

現
は
し
て
あ
ろ
。

加
藤
先
生
筆

(
南
木
曾
)
文
部
省
の
展
覽
會
に
山
か
げ
と
し
て
出
品

さ
れ

し
も
の
と
か
、
實
に
佳
作
で
あ
る
。

和
田
先
生
筆

(
ミ
レ
ー
落
穗
拾
摸
寫

)
實
に
傑
作
。

中
澤
先
生
筆

(
怒
濤
)
巖

に
砕
け
し
水
煙
の
飛
上
る
様
、
何

人
だ
か
し
ま

り
が
無

い
と
後
ろ
で
書
生
風
な
の
が
話
し

て
居
た
。

僕
は
こ
の
様
な
諸
大
家
の
作
を
見
た
事
は
、
初

め
で
あ
る
、
懐
か
し
い
慕

し
い
氣
が
す
る
、
僕
は
こ
の
様
な
展
覧
會
が
、
月

に

一
度
位
ひ
も
あ
つ
た

な
ら
と
思

つ
た
、門
外
に
出
る
の
が
何
ん
だ
か
心
残
り
が
あ
る
様
だ
あ
ゝ
、

樂
し
か
つ
た
こ
の
半
日
！

僕
は
忘
れ
ら
れ
な
い
程
、
腦
中
に
あ

る
一
の
感
じ
が
留
ま

つ
て
居
る
の
で

あ
る
。


